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（百万円未満切捨て） 
上場会社名 ミヤチテクノス株式会社 上場取引所 東 コード番号 6885 URL http://www.miyachi.com代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 小宮山 邦彦問合せ先責任者 （役職名） 執行役員経営企画管理本部長 （氏名） 藤本 隆 TEL 03-5246-6700（代）四半期報告書提出予定日 平成25年2月14日 配当支払開始予定日 平成25年3月8日四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有四半期決算説明会開催の有無 ： 有 （アナリスト向け）1.  平成25年6月期第2四半期の連結業績（平成24年7月1日～平成24年12月31日） 
 (2) 連結財政状態   

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％25年6月期第2四半期 8,708 △8.4 △234 ― △163 ― △625 ―24年6月期第2四半期 9,505 △6.1 476 △26.0 325 △33.1 122 △52.8（注）包括利益 25年6月期第2四半期 164百万円 （―％） 24年6月期第2四半期 △308百万円 （―％）1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益円 銭 円 銭25年6月期第2四半期 △53.99 ―24年6月期第2四半期 10.57 ―総資産 純資産 自己資本比率百万円 百万円 ％25年6月期第2四半期 20,310 11,185 53.724年6月期 20,940 11,160 51.8（参考） 自己資本   25年6月期第2四半期  10,907百万円 24年6月期  10,857百万円2.  配当の状況 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  配当予想の修正については、本日（平成25年２月12日）に公表いたしました「第２四半期業績予想と実績値との差異及び通期業績予想の修正、並びに中間配当の決定及び期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

年間配当金第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭24年6月期 ― 5.00 ― 9.00 14.0025年6月期 ― 2.0025年6月期（予想） ― 0.00 2.00
3. 平成25年 6月期の連結業績予想（平成24年 7月 1日～平成25年 6月30日）  （％表示は、対前期増減率） （注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  連結業績予想の修正については、本日（平成25年２月12日）に公表いたしました「第２四半期業績予想と実績値との差異及び通期業績予想の修正、並びに中間配当の決定及び期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭通期 20,800 2.1 970 △22.9 1,000 △12.5 240 △57.2 20.72



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  (2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  （注）詳細は、添付資料P．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 (3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
(4) 発行済株式数（普通株式） ※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。又、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続を実施中です。 ※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項  本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、四半期決算短信（添付資料）２ページ１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

※  注記事項新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有② ①以外の会計方針の変更   ：  無③ 会計上の見積りの変更   ：  有④ 修正再表示   ：  無① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年6月期2Q 12,030,685 株 24年6月期 12,030,685 株② 期末自己株式数 25年6月期2Q 448,840 株 24年6月期 448,840 株③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年6月期2Q 11,581,845 株 24年6月期2Q 11,582,003 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では雇用環境が改善に向かいながらも財政不安が影響

し力強さを欠く緩やかな回復にとどまり、欧州では債務危機に伴う景気下振れリスクが継続、韓国及び新興国

経済も減速傾向が続くなど、総じて先行き不透明感が強まりました。 

日本経済は、東日本大震災の復興需要による下支えはあるものの、世界経済の減速、周辺国との関係悪化に

より輸出が低迷し、企業による設備投資の手控えや個人消費の伸び悩みが継続するなど不確実な経済環境が続

きました。また、足元で円高是正の動きはあったものの、期中においては円高水準が継続しました。 

当社グループが属する抵抗溶接機、レーザ機器及びシステムの市場におきましては、スマートフォン関連を

中心とした電子部品業界向けは堅調に推移したものの、自動車関連業界向けの伸びは緩やかに鈍化傾向に転じ、

液晶ディスプレイ関連業界及びＨＤＤなどコンピュータ関連業界向けは低調に推移しました。このような状況

のもと、当社グループにおきましては先進技術を用いた新製品の開発、成長産業にまつわる需要の取り込み、

サービス向上によるソリューションビジネスの強化などに注力してまいりました。またグループの体質強化を

目指し、教育の充実やコスト削減に取り組む一方、経営の自由度を高めることを目的に、当社では希望退職者

を募集することといたしました。 

この結果、グループの連結売上高は87億８百万円、前年同四半期に比較して７億97百万円の減収（前年同四

半期比8.4％減）となりました。また利益面につきましては、営業損失は２億34百万円となり、前年同四半期に

比較して７億11百万円の減益、経常損失は１億63百万円で同４億88百万円の減益、四半期純損失は６億25百万

円で同７億47百万円の減益となりました。なお、上述の希望退職者募集に伴う特別損失として２億56百万円を

計上しております。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

①日本 

売上高は44億68百万円（前年同四半期比13.2％減）、セグメント損失は6億17百万円となり、前年同四半期に

比較して6億43百万円の減益となりました。売上高減少の主な要因は、国内においてはスマートフォン部品に関

する設備投資が追い風となり電子部品業界向けの売上が好調だったものの、自動車関連業界、電池業界、コン

ピュータ関連業界向け売上が当初の想定を下回って推移したことによるものです。また、韓国及び中国で経済

成長が減速したことにより設備投資が停滞し、輸出が低調に推移しました。セグメント損失の主な要因は、売

上高の減少により、人件費等の固定費を回収することができなかったこと、及び一部のシステム案件でコスト

が売上を上回ったためであります。今後はシステム商談の原価管理及びコストダウンを強力に推進していく所

存であります。 

②米国 

売上高は21億90百万円（前年同四半期比5.7％減）、セグメント利益は97百万円となり、前年同四半期に比較

して1億26百万円の減益となりました。売上高減少の主な要因は、レーザ機器売上は増加したものの、抵抗溶接

機器の売上が減少したことによります。電子部品業界向け売上は好調に推移したものの、自動車関連業界や電

池業界向けの売上が想定を下回りました。セグメント利益減少の主な要因は、販売管理費を削減したものの、

売上高減少による売上総利益の減少を補えなかったことによるものであります。 

③欧州 

売上高は15億64百万円（前年同四半期比17.7％減）、セグメント利益は１億17百万円となり、前年同四半期

に比較して16百万円の減益となりました。売上高減少の主な要因は、これまでユーロ圏の経済を牽引してきた

ドイツの景気に陰りが見え始め、自動車関連業界向け及び電子部品業界向けビジネスが減少したことによるも

のであります。また、前年同四半期に計上した携帯電話会社向けシステム製品に代表される大型案件による売

上が当四半期はなかったことによるものであります。セグメント利益減少の主な要因は、コスト削減による一

定の効果があったものの、売上高が減少したことによるものであります。 

④アジア 

売上高は23億14百万円（前年同四半期比3.9％増）、セグメント利益は１億31百万円となり、前年同四半期に

比較して1百万円の増益となりました。売上高増加の主な要因は、韓国において企業の設備投資抑制により液晶

ディスプレイ業界及び電子部品業界への売上が減少したものの、中国工場においてレーザ機器の出荷量が増加

したことによるものであります。セグメント利益増加の主な要因は、コスト削減の効果が表れたことによるも

のであります。 

(注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。  

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

総資産は、前連結会計年度末に比較して3.0％減少の203億10百万円となりました。これは、主に流動資産の

現金及び預金が増加（３億58百万円）、たな卸資産が増加（４億99百万円)したものの、受取手形及び売掛金が

減少（17億６百万円)したことによるものであります。 

負債は、前連結会計年度末に比較して6.7％減少の91億25百万円となりました。これは、主に長期借入金が増
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加（８億65百万円）したものの、流動負債の短期借入金が減少（10億64百万円）したこと、支払手形及び買掛

金が減少（７億43百万円）したことによるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末に比較して0.2％増加の111億85百万円となりました。これは、主に利益剰余金

が減少（７億29百万円）したものの、為替換算調整勘定が増加（７億58百万円）したことによるものでありま

す。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

通期の業績予想につきましては、平成24年８月10日に公表しました予想数値を修正しております。詳細につ

きましては平成25年２月12日公表の「第２四半期業績予想と実績値との差異及び通期業績予想の修正、並びに

中間配当の決定及び期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

(3) 会計方針の変更･会計上の見積りの変更･修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年７月１日以

後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。この

減価償却方法の変更による影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年６月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,895,296 3,253,984

受取手形及び売掛金 7,119,870 5,413,242

有価証券 43,091 －

商品及び製品 1,511,911 1,991,917

仕掛品 1,225,153 1,014,619

原材料及び貯蔵品 1,750,352 1,980,136

その他 903,544 871,861

貸倒引当金 △62,233 △70,361

流動資産合計 15,386,986 14,455,399

固定資産   

有形固定資産 4,130,080 4,479,757

無形固定資産   

のれん 551 －

その他 541,930 477,643

無形固定資産合計 542,481 477,643

投資その他の資産 873,434 891,890

固定資産合計 5,545,996 5,849,292

繰延資産 7,022 5,745

資産合計 20,940,005 20,310,437

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,204,914 2,461,011

短期借入金 1,958,672 894,598

1年内償還予定の社債 200,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 750,000 960,000

未払法人税等 110,875 124,349

賞与引当金 － 30,383

役員賞与引当金 13,900 －

製品保証引当金 192,685 192,786

その他 1,494,369 1,570,887

流動負債合計 7,925,416 6,434,016

固定負債   

社債 400,000 300,000

長期借入金 1,135,000 2,000,000

退職給付引当金 153,933 197,245

その他 165,550 194,089

固定負債合計 1,854,484 2,691,335

負債合計 9,779,900 9,125,351
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年６月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,606,113 1,606,113

資本剰余金 3,734,924 3,734,924

利益剰余金 8,327,335 7,597,787

自己株式 △839,772 △839,772

株主資本合計 12,828,599 12,099,052

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △16,357 4,671

為替換算調整勘定 △1,955,110 △1,196,582

その他の包括利益累計額合計 △1,971,468 △1,191,910

新株予約権 264,779 229,347

少数株主持分 38,193 48,597

純資産合計 11,160,104 11,185,086

負債純資産合計 20,940,005 20,310,437
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年７月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 9,505,967 8,708,328

売上原価 4,862,779 4,938,033

売上総利益 4,643,187 3,770,295

販売費及び一般管理費 4,166,321 4,004,499

営業利益又は営業損失（△） 476,865 △234,204

営業外収益   

受取利息 4,007 2,482

受取配当金 1,592 2,530

有価証券売却益 － 4,357

為替差益 － 81,342

助成金収入 5,643 －

金利スワップ評価益 11,743 －

受取賃貸料 5,032 －

その他 12,567 29,628

営業外収益合計 40,587 120,341

営業外費用   

支払利息 42,481 34,097

為替差損 142,930 －

その他 6,890 15,166

営業外費用合計 192,303 49,263

経常利益又は経常損失（△） 325,149 △163,127

特別利益   

固定資産売却益 1,709 6,727

新株予約権戻入益 － 44,538

退職給付制度改定益 176,300 －

その他 3,953 －

特別利益合計 181,963 51,266

特別損失   

固定資産除売却損 3,002 3,399

希望退職者募集に伴う損失 － 256,229

その他 － 1,964

特別損失合計 3,002 261,593

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

504,110 △373,453

法人税等 381,737 246,856

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

122,372 △620,310

少数株主利益 6 5,000

四半期純利益又は四半期純損失（△） 122,366 △625,310
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年７月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

122,372 △620,310

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △6,254 21,029

為替換算調整勘定 △424,211 763,931

その他の包括利益合計 △430,466 784,960

四半期包括利益 △308,093 164,650

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △305,784 154,246

少数株主に係る四半期包括利益 △2,309 10,404
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報等 

〔セグメント情報〕 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自  平成23年７月１日  至  平成23年12月31日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：千円） 

報告セグメント 
 

日本 米国 欧州 アジア 計 

調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２ 

売上高   

外部顧客への売上高 3,961,935 2,039,281 1,800,529 1,704,220 9,505,967 － 9,505,967

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
1,185,028 283,183 99,999 523,436 2,091,648 △2,091,648 －

計 5,146,963 2,322,465 1,900,529 2,227,656 11,597,615 △2,091,648 9,505,967

セグメント利益 25,898 223,941 134,334 129,713 513,887 △37,022 476,865

(注) １ セグメント利益の調整額△37,022千円は、セグメント間取引消去によるものであります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

金額的重要性が低いため、記載を省略しています。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自  平成24年７月１日  至  平成24年12月31日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：千円） 

報告セグメント 

 
日本 米国 欧州 アジア 計 

調整額 

(注)１ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)２ 

売上高   

外部顧客への売上高 3,708,026 1,869,546 1,450,164 1,680,591 8,708,328 － 8,708,328

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
760,295 320,894 114,435 634,108 1,829,733 △1,829,733 －

計 4,468,321 2,190,441 1,564,599 2,314,699 10,538,062 △1,829,733 8,708,328

セグメント利益又は損

失(△) 
△617,485 97,613 117,452 131,229 △271,190 36,986 △234,204

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額36,986千円は、セグメント間取引消去によるものであります。 

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

金額的重要性が低いため、記載を省略しています。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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